


































































































































































































































































































































































A 100 150 1．5
B 10 11 1．1
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正 都心化i集積現象） 一　　定 定速的都心化
増　　加 加速的都心化
零から正
ﾉ増加
初期的都心化
零 均衡変動 一　　定i零のまま）
継　続　的
ﾏ衡変動
零から負
ﾉ減少
初期的郊外化
減　　少
i即ち，絶対
lの増加）
加速的郊外化
負 郊外化
i散展現象） 一　　定
定速的郊外化
増　　加
i即ち，絶対
lの減少）
減速的郊外化
　同表の第3欄及び4欄が示すように，もし
ROXY指標値が正であり，かつ時間の経過ととも
に値が増加するならば，「都市圏域ライフサイクル
仮説」に照らし，人口集散過程の動学的状態は加
速的都心化の段階にある。また，正のROXY指標
値が減少する場合，人口集散過程の動学的状態は
減速的都心化の段階にあり，ほぼ同一水準を保つ
場合，都心化が定速的に進行している。
　もし，ROXY指標値が負であり，かつ時間の経
過とともに値が減少する場合（即ち，絶対値が増
加する場合），人口集散過程の動学的状態は加速的
郊外化の段階にある。また，負のROXY指標値が
増加する場合（即ち，絶対的値が減少する場合），
人口集散過程の動学的状態は減速的郊外化の段階
にあり，ほぼ同一水準を保つ場合，郊外化が定速
的に進行している。。
　もし，ROXY指標値が零から増加して正値に変
化する場合，人口集散過程の動学的状態は，初期
の都心化段階にある。また，零から減少して負値
に変化する場合，人口集散過程の動学的状態は初
期の郊外化段階にある。更に，ほぱ零に近い値が
保たれる場合には，均衡変動が継続的に進行して
いる。
3－4　ROXY指標値と空間的ライフサイクル仮説
　都市圏システム・ライフサイクル仮説が唱える
人口の集中化現象と，都市圏域ライフサイクル仮
説が唱える人口の都心化現象とを合わせて，人口
の集積現象と呼ぽう。また，前者の仮説が唱える
人口の分散化現象と，後者の仮説が唱える人口の
郊外化現象とを合わせて，人口の散展現象と呼ぼ
う。更に，上記2種類のライフサイクル仮説を統
合したパラダイムを，空間的ライフサイクル仮説
と呼ぼう。このような語使用のもとでは，第3－3節
及び3－4節で試みた考察に基づき，ROXY指標値
と空間的ライフサイクル仮説との間に見られる基
本的な関連が，つぎのように整理される。
　（1）ROXY指標値が正で，かつ続伸する場合：
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　　加速的集積現象
（2）ROXY指標値が正で，かつ一定値を保つ場
　　合：定速的集積現象
（3）ROXY指標値が正で，かつ続減する場合：
　　減速的集積現象
（4）ROXY指標値が正から負に変化する過程
　　で零値をとる場合：集積化段階から散展化
　　段階に移行する際に現れる，均衡変動現象
（5）ROXY指標値が負で，かつ続減する場合：
　　加速的散展現象
（6）ROXY指標値が負で，かつ一定値を保つ場
　　合：定速的散展現象
（7）ROXY指標値が負で，かつ続伸する場合：
　　減速的散展現象
（8）ROXY指標値が負から正に変化する過程
　　で零値をとる場合：散展化段階から集積化
　　段階に移行する際に現れる，均衡変動現象。．
4　おわりに
　本稿では，ROXY指標の基礎概念を空間的ライ
フサイクル仮説との関連で論ずることにより，同
指標の骨組みを解説した。ただし，そこでは考察
を主として理論面に限ったため，ROXY指標を応
用した実証分析の事例（13｝に触れることは割愛し
た。実は，ROXY指標を用いた実証分析では，（1）
考察の対象としてどのような空間変数（spatial
variables）を選択するか，並びに（2）加重要素とし
てどのような変数を選択するかに依存して，同指
標の応用領域が広範囲に変化し得る。ROXY指標
が有するこのような特性は，前節までの考察で指
摘した同指標の機能と合わせて，的確な都市政
策・地域政策の立案に寄与し得る。反面，（1）ROXY
指標は一種の総合指標であるにすぎない点，並び
に（2）ROXY指標値は集散過程の動学的状態に対
する必要条件の意味をもつが必要十分条件ではな
い点に，ROXY指標分析手法の限界がある。
　上記の長所と短所を冷静に見極めながら，
ROXY指標の概念を理論面及び応用面で更に発
展させる試みは，都市経済学・地域経済学的な分
析に携わる者にとり，挑み甲斐のあるひとつの課
題であると言えよう。
注
（1）ROXY指標の利用を試みた初期の考察として，
　　Kawashima［1978，　1982］及び川嶋［1981，1982］
　　がある。
（2）クラッセン等は1970年代後半に，都市圏域ライ
　　フサイクル仮説の基本的枠組みを，「空間的サイ
　　クル理論（spatial　cycle　theory）」として発表し
　　た。同理論の内容は，Klaassen　and　Paelinck
　　［1979］及びKlaassen　et　al．［1981］に，整理され
　　た形で纒められている。
（3）これら4段階の呼称は，都市圏システム・ライフ
　　サイクル仮説の中で都市圏問人口分析形態がた
　　どる4段階の呼称に相応している。詳しくは，
　　Kawashima［1986a］を参照せよ。
（4）Kawashima［1978］は，都市圏システム・ライフ
　　サイクル仮説に基づく初期的な実証分析を試み
　　た。なお，より体系的な考察として，Kawashima
　　［1985，1987a，1987b］がある。
⑤　換言するなら，大都市圏の人口増加比を非大都市
　　圏の人口増加比で除した商は1を越え，かつ，時
　　間の経過とともに商の値は逓増する。なお，減速
　　的集中化，加速的分散化，又は減速的分散化の各
　　段階に対して，同様の商は，それぞれ時間の経過
　　とともに逓減（商は1を越える），通減（商は1未
　　満），又は逓増（商は1未満）する。
（6）タイプー3（即ち，大都市圏人口が減少を続けてい
　　る状態のもとでの相対的集中化現象）の概念は，
　　タイプ1（準絶対的集中化）やタイプ2（絶対的集
　　中化）の概念には馴染みにくいところがある。し
　　かし本稿では，相対的見地から人口の集中化・分
　　散化現象を論じており，その観点から人口集中化
　　形態のタイプー3を理解する必要がある。
（7）このデータベースを構築する作業で，私とグリッ
　　クマンは，我が国に86の都市圏域を設定した。
（8）ROXY指標を開発する初期の段階で，同指標は
　　「人口変化比の加重平均を人口変化比の単純平
　　均で除した商」として定義されていた。この初期
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　　の定義に従うと，人口変化比の加重平均が人口変
　　化比の単純平均を上回る場合，等しい場合，又は
　　下回る場合に対応して，ROXY指標値はそれぞ
　　れ，1を越える値，1に等しい値，又は1未満の非
　　負値をとる。
（9）表4の第2欄及び表10の第2欄に記されてい
　　る，「集積現象」及び「散展現象」の意味について
　　は，第3－4節を参照せよ。
（10）例えば，都市圏人口の規模を横軸に表わし，人口
　　増加比を縦軸に表わすと，人口増加比の分布が釣
　　鐘状を呈している場合（即ち，人口が中規模の都
　　市圏では人口増加比が比較的大きく，小都市圏と
　　大都市圏では人口増加比が比較的小さい場合），
　　或いは播鉢状を呈している場合（即ち，人口が中
　　規模の都市圏では人口増加比が比較的小さく，小
　　都市圏と大都市圏では人口増加比が比較的大き
　　い場合）に対して，ROXY指標値は零近傍の値を
　　とり得る。ところが，このような場合に得られる
　　零値は，人口の均衡変動状態を意味するものでは
　　ない。したがって，ROXY指標値のメッセージを
　　読み取るにあたっては，このような罠の存在を認
　　識して置くことが肝要である。その点を認識さえ
　　していれば，空間的人口分布動向の大筋を把握す
　　ることを目的とする考察にあたっては，表4に関
　　連する必要条件・十分条件の問題を過度に懸念す
　　る必要はあるまい。また，表10についても，同様
　　な指摘ができる。
（ll）補完距離（reversed　distance）を用いた考察とし
　　て，Kawashima［1987b］がある。なお，　ROXY
　　指標を開発する初期の段階においては，加重要素
　　として「距離」をそのまま用いた。その場合には，
　　都市圏域ライフサイクル仮説に対してROXY指
　　標値がもつ，集積現象と散積現象に関する意味
　　は，都市圏システム・ライフサイクル仮説に対し
　　てROXY指標値が持つ意味と，符号の向きが逆
　　になる。この点を首尾一貫させる目的で，「補完距
　　離」の適用を考えた。
（12＞CBDはcentral　business　district（中心業務地区）
　　の略称である。
（13）ROXY指標手法を応用した最近の実証分析事例
　　として，Kawashima［1986a，1986b，1986c，1987a，
1987b］がある。
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